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XLIOlll･lX･1_51川1の板状に調整した.被前レジン大
面は平滑となるようを二研磨機に耐水研磨紙を取り付け
て研磨L サンドブラスト処理後,精製水により超Jl'T･
波洗浄した.そして.彼jl′i二レジン衣Ir'IT-に内律51111の
余摘製の日管を静i;'1;IL.接拙fl用iLを規定した.次に.
メーカー指示の粉油比で混和した接石レジンを金城竹
内に注入し.接)'i=試験用の試験片とした.
JHい.宰表ガス'!,I;囲訂 卜にて.加速′電圧llOln',哩
収線畿3榊 kGyの条件で試験片精も面に照射した,
吊Ji:-市試験は行試験片,を).用ヒ試験機を用いて.クロス
へ･ソドスピー ド11111 11ilにて試験した (l-7l.
行･)た条作問に存意差は認められなか一)た,今l車/)読
験からは.L五日を照射した加熱重合レジンの被拙r'ITJL二
即日Jj:IT.-合レジンを接石する条件で.接.1l'i=強さが人きく
なる仰向が示唆されr=.また.破断面の観察ではLElミ
末照射では柚雨破壊であ-)たが.ul:冒.H綱寸後の披着レ
ジンに投石レジンを接着する条件では混合破煉もしく
は被帯仰肘裏に近似した桂川を呈していた.
歯 科 技 工 士 が 参 画 す る 歯 科 訪 問 診 療 が
長 寿 社 会 に 貢 献 す る
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研究実績の概要
Il本は世渥有敗の艮Jj-･H L､[;･?Jkl的三の卑労省統計 :
隼経つと減少してくるにもかかわらず後期高齢者は増加
し,長左社会が益々進行すると推定されている.そのよ
うな社会情勢を踏まえて.すべての要介.灘音や打痛高齢
首のために菌科医I'uJu)熟練度に左･lI-されない義苗治療レ
ベルを保つ困杵.削 り診暁体制が必要と考える.艮存社会.
特に.川塊世代の高齢化の前に 歯科持 1二上が情極t'郁二
参両する兼備台療訪問診療体制を確立することが本7軒先
の目的である.
初年度の実績
1.歯科抜 1二卜が参両する菌杵訪問診療体制について.
義歯治療を文托するための項Ilの明確化.訪問時の菌
杵jL日 1.環境と防頗 ･感染対私 さらには苗杵技工 l:が
歯科医師や歯科衛生士と連携する訪問診療体制を記述
した文献を収集した,歯科医帥や歯科偉J二′J:.1:が連携す
る訪問診療休制を説明する図吉や文献に比べて.前科
技工士も参画する歯科訪問診療体制に関連する図番や
文献は思いの外少ないことがわかった.
2.困杵訪問診暁の実態を調査するHF'1Jで.歯科医師 1
名と菌杵技 l二l:9名が介護老人福祉施設 1ヶ所を訪問
し.要介護度 ･l冊三内状況.義歯の状態.食車状況を
調査,分析した.その調査結果から義菌の垂要件を確
認することができたので.その詳細を学内で聞催され
た学会で鞘告した.
3.ポータブルラボユニットU-)試作に向けてj■~?!;Li衣する機
紺/を選定し.その ･部を購入した.
